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養液土耕における濯水管理の違いがトマトの生育および収量に及ぼす影響
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Abstract 

Effi巴ctsof the amount of irrigation wat巴rand its II'equency on the yield and growth oftomato (Lycopercicon esculentum Mill) 

plants under drip f(巴rtigationwere examined. Treatments consisted of three levels of dripping water quantities (50， 250 and 
1，250 mL) combined with two levels of the amount of nutrient application (standard， half dose of th巴standard).In the 50 mL-
irrigated treatment， where plants were irrigated more frequently than in other treatm巴nts，more frequent irrigation with reduced 

amounts of water was most effective for growth and yield of tomato regardless of the nutrient level. Under this treatment， a 

region with a higher moisture content was formed near soil surface and N03 conc巴ntrationin the petiole sap was enhanced. 

Such factors may have led to stimulation ofwater uptake and efficient supply ofnutrients. 

Key Words : petio1巴sap，tensiometer， vo1umetric water content 

キーワード:土壌水分，テンシオメータ，葉柄汁

緒日

肥料を液肥として与える養液土t:ll:(濯水同時施肥法)の

導入面積が施設栽培を中心にして増加しており， トマト栽

培においても導入が進んでいる(青木ら， 2001;荒木， 2007; 

六本木・加藤， 2000).従来の養水分管理では，濯水頻度は

数日に I@程度で，肥料は同形のものを基肥および追肥と

して与えられるため，土壌中の水分量や肥料成分濃度の変

動が大きい.一方，養液土耕では，作物の生育ステージに

合わせ，必要な養水分が液肥の形で毎日供給されるので，

土壌中の水分量や肥料成分濃度の変動が小さくなる.その

結果，作物は養水分を過剰や欠乏などのストレスがなく吸

収できるので(青木ら， 2001;中野ら， 2001;六本木， 2000; 

六本木・加藤， 2000)，生育の安定や収量の増加が可能にな

るとされている. トマトの養液土耕に関するこれまでの研

究は，主に葉柄汁液中の哨関空イオン濃度を指標とした栄養
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診断技術(上山ら， 2004;田中， 2003)や，生育段階別の

施肥量(伊藤・河井， 2005; t羽田ら， 2004;山田ら， 2005)， 

および肥料の科用効率の向上または減肥効果(荒木， 2007; 

林ら， 2003)について実施されており，多くの成果が報告

されている

養液土耕と従来の潅水管理は回当たりの瀧水量や擢

水頻度が大きく異なる.千家(I999)によると， トマトの

従来の擢水管理では l回当たりの瀧水量は 1m2当たり 2.7

~ 44.4mmとされており，これは栽植密度を 2.5株.m-2と

すると 1.1~ 17.8 L/株となる.一方，養液土耕では 0.1~ 

O.4L/株(伊藤・河井， 2005;上山ら， 2004;山田ら， 2005) 

となっている.池田 (2005)は，根の周辺の水分移動が少

なくなると根の表面に無機要素濃度や駿素濃度の低い層が

形成されることを実験的に確かめ，高頻度な濯水は，根の

周辺の水分を積極的に動かすことによって根の表面に多く

の無機要素や酸素を供給することができ，生育促進を可能

にすることを示唆している.また， 11ヨ当たりの薩水量や

j農水頻度は，土壌中の水分の分布に大きく影響することが

報告されている(荒木， 1997;五島ら， 1982). しかしなが

ら， これまで，養液こと耕による養分吸収量の増加，生脊の

安定および収量増加などの効果を回当たりの瀧水量や



を設定した.250mL 院は生産現場における養液土~jl の一般

的な濯水量で， 1 EI 当たり 1~3 回の擢水を行うことを想

定している.また， 1，250 mL区は通常の土耕の躍水量で，

数日に 1回の遊水を行うことを想定して設定した.

点滴型の瀧水チューブ(ストリームライン 80，ノズル間

隔 IOcm，1ノズル当たりの吐出水量 0.98L ・11l，ネタフィ

ム)を株元に敷設した.実験には，第 11還に示す濯水iliU御

システムを用いた.テンシオメータ (DM-8HG，竹村官t$器
製作所)をトマトの株元から 10cm，濯水チューブから 5cm

離れた位置に，地上前からの深さ 10cmに埋設した.濯水

開始点は，青木ら (200])の報告に従ってマトリックポテ

ンシャルで-6.3kPaとし， 15分ごとにテンシオメータのf症
を測定し，擢水開始点よりもマトリックポテンシャノレが低

い場合に，設定した濯水量を供給した

標準濃度区の養分供給量は上山ら (2004)の報告を参考

にして， OKF-1 (大塚化学)の 250倍希釈溶液 (600mg-

N・L-1，ECで約 5.0dS・m-I) を用いて，生育段階に応じ

て 1EI当たり 20~ 150 mg叫N/株を毎朝 6時，標準濃度区

の全区画に供給した 112濃度区では OKF-1の500倍希釈

溶液(300mg-N・L-1，ECで約 2.5dS・m-I) を用いて， 10

~ 75mg判/株を標準濃度区と向様に， 112濃度区の全区

画iに供給した.

3.調査測定項目

週3回，赤熱果実を収穫して果数と重さを調査した.収

穫調査の期間は， 2008 年 10 月 17 日~ 2009年 l月28日と

!i'iJ・礼!JEEI英男吉日1千怒・ A'i的若手永・牧野

瀧水頻度および土壌中の水分分布と関連づけて詳細に調べ

た報告は見あたらない.そこで，本実験では養液土耕にお

いて間当たりの樫水量および謹水頻度が土壌中の水分

分布， トマトの養分吸収および生育や収量に及ぼす影響を

明らかにすることを目的とした
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材料および方法

1.作物の栽培

実験は，宮城県農業・園芸総合研究所(宮城県名取市)

内にあるパイプノ、ウスを用いて行った.供試したノ¥ウスの

土壌は，埴壌土(褐色森林土)である.実験開始前の土壌

の化学性を第 i表に示す. トマトは接ぎ木栽培とし，穂木

は‘麗容台木は‘Bバリアー， (ともにサカタのタネ)を

供試した 穂木，台木ともに 2008年 7月71ヨに播種し 7

月23臼に接ぎ木を行った.闘場は深さ 30cmまで耕転し，

平畝としてマルチはしなかった 株間40cm，条間 40cm

の2条構え，畝間 180cmとして， 8月 141ヨに定摘した.主

校 l本仕立てとしゃれ長に応じてつる下ろし誘引を行い

第 8果房上に葉を 2枚残して摘心を行った.着果数の制限

は行わなかった.試験規模は l区 10株， 4反復とした.

2.試験区の設定と実験システム

i回当たりの瀧水量:を 3水準 (50mL区， 250 mL区，

1，250 mL 区)と施肥濃度を2水準(標準濃度区， 112濃度

区)を組合せた 6処理区を設定した.予備実験の結果から，

i日当たり 5~ 10 因の擢水を行う准水設として， 50mL 区

ijL試こと擦の実験開始前の化学性第 1表

1際機要素含量 (mg・100g-l)CEC 

(cmolc • kg-I) 
EC 

(dS • m-I) KラOMgO CaO Tr-P205 NH.-N NOrN 
H
 
P且

90 55 220 35.6 0.5 5.1 24.8 0.12 6.2 

G 

日

40cm 

第 1図 実験に用いた襟水制御システムの模式IZI
A:液肥タンク， B・水タンク， C:送水ポンプ， D:液JJ巴混合ポンプ， E: 3方弁， F:流設計， G:プ口グラマブ、ノレコント

ローラ， H:ドリップチューブ， 1:テンシオメータ， J5， JlO・静電容量式土壌水分センサ， K:トマト株
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した第 6果房がピンポン球大となった 2008年 11月 25El 

に，各区 5株から第 6果房直下の葉の小葉を採取し，その

葉柄部分を 10倍最の蒸留水を加えてミキサーで粉砕し，櫨

液中の硝酸イオン濃度をイオンクロマトグラフィー (DX-

120，ダイオネクス)で測定した.栽培終了時の 2009年 l

月28日に，各果房直下の茎径を 20株ずつ(各試験区当た

り5株 x4反復)測定した.また同日に，各臣闘の地上面

から 10cmおよび 10~ 20 cmの深さ思IJに土壌を採取し，土

壌中残存主主素量を生土容積法(六本木・加藤， 2000)によっ

て抽出して測定した.

トマトの株と瀧水チューブに対してテンシオメータと問

じ位置となる地上面から 5cmとlOcmの深さに静電容量式

土壌水分センサ (EC-5，Decagon)を埋設し(第 l区1)，体

積含水率の推移を， 1処理区当たり各深さ 2点ずつ 10分間

捕で測定した '*処理区の擢水状況(濯水量，濯水回数お

よび濯水時刻)を， i繋水制御システムで記録した この際，

毎朝 6時に行った OKFぺの希釈溶液の供給と，土壌のマト

リックポテンシャルに基づく襟水とは別に記録した.

結果

第2図に，施肥濃度および l回当たりの薩水量が果房下

茎径に及ぼす影響を示した.標準濃度区，112濃度区とも

に50mL区が他の豆よりも大きくなり，特に第 5果房以上

ではその傾向が大きくなった，

第3図に，施肥濃度および l回当たりの潅水量が葉柄汁
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第2関施肥濃度およびi閉当たりの議水設が巣房下茎径に及

ぼす影響

2009年 1月28日調査

問中の縦様は標準誤差を示す (n= 20) 

液中硝酸イオン濃度に及ぼす影響を示した.標準濃度区で

は50mL区で 6，430mg・L…1 250 mL区で4，980mg ・仁

1，250 mL区で 3，970mg'VIとなり ，112濃度区では， 50mL

区で 1，220mg・L-1，250 mL 症で 540mg・仁1，1，250 mL Iま

で60mg'L-1となった.標準濃度区，1/2濃度区ともに，

葉柄汁液中硝酸イオン濃度は l回当たりの濯水量が少ない

場合に回当たりの謹水量が多い場合よりも高い濃度を

示した

第 2表に， 1日当たりの濯水量と瀧水頗度を， 10月 (2008

年 10月 1~ 31 日，第 l 果房収穫期)と 12 月(12 月 1~

31日，第 4，5果房収穫期)に分けて示した霊水頻度は

50mL Iまは 1日数回， 250 mL 区は 1~2 日に l 回濯水，

1，250mL区は数日に I回となり，ほぽ想定した回数となっ

た.標準濃度区， 112濃度区ともに日当たりの濯水量は

10月は 50mL区が他の区よりも少ないか同等であったが，

12月は逆に 50mL区が多くなった.離水頻度は， 50mL区

は標準濃度区では 10月は 5.6間， 12月は 9.0回， 112濃度

|玄では 10月は 9.4問， 12月は 10.7回となった. 250 mL区

7，000 

6，000 

1 5，000 

町穏直校、入 4，000 
3，000 

2，000 

言~ 1，000 

。
50 mし 250mL 1，250 mL 50 mL 250 mL 1，250 mL 

係会4色濃度区 1/2濃度区

試験i玄

第3理 施肥濃度およびl回当たりの瀧水設が葉柄汁液中の硝
酸イオン濃度に及ぼす影響

第65長房果実肥大j切の 2008年 11月25日に，第 6巣房

直下の禁について鵠査

第2表施肥濃度およびl回当たりの潅水量が日潅水量と潅水

水頻度に及ぼす影響

襟水最Z 濯水頻度z

試験反 (mL/株/臼) (回/臼)

10 )jY 12月x 10月Y 12月x

50mL 282 449 5.6 9.0 
標準濃度区 250mL 368 246 1.5 1.0 

1，250 mL 288 244 0.2 0.2 

50mL 469 536 9.4 10.7 

1/2濃度IR 250mL 596 303 2.4 1.2 

1，250 mL 688 122 0.6 0.1 

Z全試験区共通の毎戦 6持の肥料養液(10月:166mL/株，

12月:250 mL/株)の供給は議水量，頻度に含んでいない

Y10月:2008年 10月 1~ 31 EI 
x 12月:2008年 12月 1~31 日



)司・社11EEI英男

0.00 
12/1 12/4 1217 12/1012/1312/1612/1912/2212/2512/2812/31 

羽交J1lel 

ー・ー深さ5cm ベ〉・ì!t~さ 10 cm 

50 mL  fK 
0.34 

0.32 

0.30 

0.28 

0.26 

0.24 

0.22 

0.20 

0.00 

0.34 

0.32 

0.30 

0.28 

0.26 

0.24 

0.22 

0.20 

0.00 

0‘34 

0.32 

0.30 

0.28 

0.26 

0.24 

0.22 

0.20 

古EI:l千恵・岩崎若手永・牧野

'2 450 
ム4001 
-.5 350 
生~ 300 幽国

務 250・・
入 200 • ・・
T寸'"''・・ ・・γ…1. • 
淫 50-1. • 

50 mL 250 mL 1，250 mL 

328 

圃O…10cm

10-20 cm 

250 mL 1，250 mL 50mL 

(
?
E
-
m
E
)
時
耗
純
一
総
投

第4留 施肥濃度および!間当たりの濯水量が栽培終了時の残
存硝酸イオン濃度に及ぼす影響

生土容積法にて抽出，イオンクロマト法で測定

1/2j渋皮区
試験区

襟ijl;j設度{主

第5図 i匝当たりの潅水量が体積含水率の推移に及ぼす影響

(標準波度区， 2008 年 12 月 1~3I El)
1'14'1電容量式土壊水分センサ (EC-5)で， 10分間各で測

定した体積含水率を 1[ヨ単位の平均値として示した(区i
中の縦棒は，測定値の日ごとの標準偏差を示した)

5cm部分(平均値0.23m3'm-3)と10cm部分(平均値0.31m 3• 

m-3)の差が 250mL [玄よりも大きかった.体積含水率の l

EI ごとの変伎の大きさを第 5~の標準偏差として示すと，

50mL区が最も小さく， 1，250 mL区が最も大きい傾向がみ

られた.変位の大きさを深さ別にみると， 50mL区では，

深さ 5cmの部分と 10cmの部分で差がなかったが， 250mL 

ほおよび 1，250mL区では深さ 5cmの部分が 10cmの部分

は，標準濃度区では 10月は1.5回， 12月は1.0凶となり，

1/2濃度区では10月は2.4回， 12月は1.2巨!となった.1，250mL 

区は，標準濃度区では 10月， 12月ともに 0.2田となり，1/

2濃度区では 10月は 0.6間， 12月は 0.1田となった.

第 4閣に，栽培終了時の土壌中残存窒素最を示した.標

準濃度区では， 50mL区は 0-10cmで 290mg'L一1，10-20cm 

で 260mg • L-1， 250 mL区では， 0-10 cmで 300mg • L-1， 

10-20 cmで 270mg・L-1となり ，50mL区と 250mL区は
ほぼ陪等であった.一方， 1，250 mL区では， 0-10 cmで

430 mg ・L-1，10-20 cmで450mg・L-1となり，他の区より
も高かった• 1/2濃度症ではいずれの試験区においても極

めて低い濃度であった.

第 5図に，標準濃度区の土壌水分の推移を深さ別の体積

含水率として， 1 Bごとの平均値で示した.調査期間(12

月 1~31 日)中の体積含水率の推移は， 50mL区では深さ

5cmと 10cmの差が小さく，調査期間全体の平均値はそれ

ぞれ 0.26m3・m-3と0.25m3 • m-3であった.一方，250 mL 
区では，深さ 5cmの部分が 10cmの部分よりも体積合水率

が低く推移し，調査期間全体の体積合水率の平均値は深さ

5cmの部分が 0.23m3 • m-3， 10 cmの部分が 0.27m3 • m-3 

であった• 1，250 mL区も 250mL区と問様に，深さ 5cmの

部分が 10cmの部分よりも体積含水率が低く推移し，深さ

商品果 l果重および商品果率に及ぼす影響施肥濃度および l回当たり湛水設が収最，第3表

商品果率x

(巣数%)

商品巣 1果重

(g/果)

商品泉収量Y机巾同一

市芯斗占Zill

果数

(果/株)

重最

(kg/株)

果数

(巣/株)

重量

(kg/株)

試験区

66ab 

60b 

71a 

175a 

166b 

169ab 

22.5a 

19.5b 

24.5a 

3.94a 

3.24b 

4.15a 

34.2a 

32.6a 

34.3a 

6.46az 

5.40b 

5.68b 

50mL 

250mL 

1，250 mL 
標準濃度区

75a 

69b 

70b 

192a 

161b 

170b 

24.6a 

22.1b 

22.9b 

4.72a 

3.56b 

3.89b 

32.9a 

32.1a 

32.9a 

a
1
0
1
0
 

つM
f
O
P
3

4
・
4

7

r
O
《
J

戸、J

50mL 

250mL 

1，250 mL 
112濃度区

Z異なるアノレファベットは Tukeyの多重検定により， 5%水準で有意差があることを示す (n口 4)

y 100 g以上の正形果を商品果とした

x角変換後の値を用いて多重検定を行った
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よりも大きい傾向であった. 112濃度区についてもほぼ問

機な推移であり，また，その他の期間についても各処理区

の傾向は同様であった(データ略). 

瀧水方法の違いが収量に及ぼす影響を第3表に示した.

標準濃度区では，総収量の重量は 50mL区が他の区よりも

多くなったが，果数では濯水量による援がなかった.高品

果収量は，重量，果数ともに 50mL区と 1，250mL匹が伺

等となり， 250 mL区よりも多くなった.商品果 l果重は，

50mL区で大きい傾向であった商品果率は 1，250mL IRが

高かった. 1/2濃度!までは総収量は 50mL区が250mL思，

1，250 mL IRよりも多かったが，果数には濯水量による差は

認められなかった.商品果収量は，重量，果数ともに 50mL

区が 250mL IR， 1，250 mL豆より多かった. 50mL区は商

品果 1:果重が大きく，商品果率が高かった.商品果以外の

不良果の内訳は標準濃度区， 112 濃度!玄ともに，第 1~3 果

房は乱形果や空洞果の発生が多く，第6果房以降は小果の

発生が多かった

考察

本実験で、は養液土耕の瀧水管理において，施肥量を標準

濃度区と 112濃度区の 2水準設定し，瀧水開始点(マトリッ

クポテンシャル)を同じとした場合の 1@)当たりの潅水量

の違いが，土壌水分の分布やトマトの生育および収最に及

ぼす影響を調べた.いずれの施肥濃度においても回当

たりのj農水量が少なく，濯水頻度が多い 50mL1まの革勢が

他の区より強く，総収量が多くなった.

作物の根は表面から無機要素や酸素を1吸収するため，根

の単位表面積に供給される無機イオンの量や駿素量が多け

れば，吸収最も多くなることが予想される‘土壌中の肥料

成分の移動は，作物の水分吸収によって生じる水の移動(マ

スフロー)に伴う場合と，濃度差に依存する拡散による移

動がある (Horst，1997).不飽和土壌の透水係数は極めて小

さく，水の移動速度は非常に遅い (Hille1，2003)ため，池

田 (2005)はそれに伴う肥料成分の移動速度も極めて遅く，

さらに拡散による物質の移動速度が非常に遅いことを確か

め，土壌中における肥料成分の移動は極めて遅いと結論し

ている. Polle・Jenny(I 971)は，根の周辺に形成される無
機要素濃度の低い層は，培養液の流速に影響され，流速が

上がるほど薄くなるとしている.池凶ら (2002) も，根域

の水分移動が少なくなると根の周辺に無機要素濃度や酸素

の低い層が生じ，養分吸収や生育の低下が生ずる可能性を

指摘し，根に頻繁に養水分を与えることは根の表面に無機

要素や駿素を十分に供給し，生育を促進するとしている.

Silberら (2003，2005)や Xuら (2004)は，瀧水同時施肥

法における高頻度な瀧水が養分吸収速度や生育速度を向上

させることを報告している

本実験では回当たりのj農水量が少ない場合に葉柄汁

液中の硝酸イオン濃度が高くなった. これは，高頻度な濯

水によって根の周囲の水分移動が多くなった結果，養分の

吸収が促進されたためと考えられる 栽培終了時の残存窒

素は， i-蓮水量の少ない 50mL区で少ない額向がみられたこ

とからも，高頻度な瀧水は養分の吸収を促進することが示

唆される.

荒木 (1997)は，瀧水開始点と 1[ヨ当たりの瀧水量を変

えてトマトを栽培し回 りの瀧水量は湿潤土層の深

さに及ぼす影響が大きいと報告している.本実験において

も， 1回当たりの濯水量が少なく濯水頻度が多い場合は，水

分は地表面近くに分布し，湿潤域は小さくなる傾向がみら

れ， 1回当たりの濯水量が多く潅水頻度が少ない場合は，水

分はより下層に多く分布し，湿潤域は大きくなる傾向がみ

られており，荒木(J997)の報告と一致する結果が得られ

た.本実験では，施肥濃度が同じ処理症のすべての思踊に，

同量の肥料成分を毎朝 6時に液肥として与えた. 50mL区

は， 1mの区より地表面付近の比較的小さい範囲に水分が分
布しているので，肥料成分濃度が高い状況で地表付近にと

どまり，拡散による根の表面への供給量が多くなり，養分

吸収量が多くなったと考えられる.

葉柄汁液中の硝酸イオン濃度は回当たりの瀧水量が

少ないほど高くなり，また施肥濃度が高い方が高い傾向が

みられるが，後者のほうが葉柄汁液中の硝酸イオン濃度に

及ぼす影響は大きい.一方 いずれの施肥濃度の処理にお

いても， 11ヨ当たりの濯水量が少なく，擢水頻度が多いほ

ど生育が優れ，総1l>!.最が高い傾向がみられた.すなわち，

施肥濃度の処理よりも， 11ヨ当たりの諜水量の処理のほう

が生育や収量に強く影響していることが示唆される.本実

験では，テンシオメータを用いて土壌の水分量に応じた潅

水を行ったので，謹水された水分量はトマトの水分吸収

量と対応している.様水された水分量は， 250 mL区と

1，250 mL区では 12月が 10月よりも少なくなっており，逆

に50mL区では 12月が 10月よりも多くなっている.12月

は着果負担に加えて日射や気温の低下によって，光合成産

物の地下部への転流量が低下して根の活性が低下しやすい

時期と考えられるので，高頻度な濯水は水分吸収を促進す

る効果があることが示唆される. これらのことから，高頻

度な薩水は根の活性を高めたり維持する効果があり，その

結果として養分吸収量が増加し，生育の向上や収量の増加

がみられたと推察される.池田ら (2008)は，酸素分子の

液体中の拡数速度が気体中の数万分の lであることから，

水分移動による酸素供給の重要性を指摘している.本実験

においても，高頻度な擢水が離素吸収の促進にも大きな影

響を及ぼし，根の活性の維持に寄与したことも考えられる

生産現場では，養液土耕の養分供給方法として今回の実

験と同様に日に必要と思われる肥料成分を毎朝 l回濯

水と同時に供給し，その後は必要な水分のみを供給する方

法と，肥料成分を含む「培養液」を常に給液する方法が利

用されている.前者では供給する施肥量を制御しやすいが，

ECの高い液肥が株充に供給されることによる一次的な浸

透ポテンシャルの低下と，それに起因する水分吸収の減少
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や根の伸長抑制が生じる可能性がある.一方，後者は常に

設定した濃度の肥料成分を含むj者養液が株元に供給される

ため，根域の肥料成分の濃度が安定しやすく，浸透ポテン

シャルの変動が生じにくいというメリットがあるが，施肥

量は給液量によって変化するため，正確に制御することは

難しい.今回は施肥条件を一定にするため，前者の方法で

実験を行った.肥料成分を供給するため，標準濃度区では

ECが5.0dS・m-1の養液を，112濃度区では ECが2.5dS・

m-1の養液を毎朝株元に供給した.そのため，準水頻度が

少ない場合には，ECが高いままの状態で長い時聞を経過

することによって，恨域の浸透ポテンシヤノレが低下して水

分の吸収を岨害したり， ECの変動が大きいことよって

じるストレスが革勢にマイナスの影響を及ぼしたことも考

えられる.毎朝 6時に肥料成分と同時に供給した水分量は，

l日当たり擢水量の 24~ 59% (10月)および47~ 205% 

(12月)となっており，大きな比率であった.しかし ト

マトの生育や収量は 1回当たりの擢水量や濯水頻度に大き

く影響されており，土壌中の水分の移動や分布が養水分吸

収に大きく影響することが示唆される.

総収量は標準濃度区， 112濃度区ともに 50mL区が最も

多く， 250 mL 症と 1，250mL区の間には差がみられなかっ

た一方，商品果収量は，標準濃度区では 50mL区と

1，250 mL 誌が果数，重量ともに同等で250mL区よりも多

かったが， 112濃度区では 50mL肢が他のi玄よりも多く，標

準濃度区と 112濃度阪で傾向が異なった.今回の実験では，

いずれの処理誌においても定植後~第3果房開花期までは

革勢がやや強く，第6果房以降は次第に低下した. トマト

の不良果の発生は，栄養生長が旺盛で革勢が強い場合に乱

形果や空洞果が多く(青木， 1998) ，革勢が~~\，、場合は果実

の肥大が劣り小泉が多くなりやすい.本実験においても第

1~3 果房は乱形果や空澗果の発生が多く，第 6 果房以降

は小果の発生が多かった.50mL区では標準濃度区， 112濃

度在ともに，栽培期間後半の革勢の低下が他の処理区より

も小さかったので，小果の発生が少なくなり，総数最，商

品果収量ともに最も多かった.標準濃度区の 1，250mL区で

は，空洞果，乱形果の発生が少なかったので，商品果率が

高くなり，商品果収量は 50mL区と同等となった この処

理援では濃度の高い培養液が株元に供給されること厄1

2当たりの濯水量が多く j農水頻度が低いことから， ECの変

動が処理区の中で最も大きいと考えられる.このことが，

栄養生長を抑え，商品果率が高くなったことの要国のーっ

と考えられる

以上のことから，高頻度な瀧水を行うと，土壌中の湿潤

域が小さくなって根域の肥料成分濃度が高く推移し，根の

周囲の水分移動が促進されることによって根の表面の肥料

成分濃度が高くなり，その結果として養分吸収量が多くな

るものと考えられる.さらに，高頻度な濯水は根の活性を

維持し， トマトの生育にプラスの影響を及ぼし，収量を増

加させると結論される.

摘要

トマトの養液土耕において l回当たりの濯水量や瀧水

頻度の違いが生育や収量に及ぼす影響を検討した. 1回当

たりの濯水量を3水準(50mL区， 250mL区および1，250mL 

区)と施肥濃度を 2水準(標準濃度区， 112濃度区)を組

合せた 6処理区を設定し，テンシオメータを地上国からの

深さ 10cm ~，こ埋設し，マトリックポテンシャルで -6.3 kPa 

以下となった場合に自動瀧水した.施肥濃度水準に関わら

ず回当たりの擢水量が最も少ない 50mL区において，

瀧水頻度は最も高くなり栽培期聞を通して革勢が強く維持

され，収量が高くなった. これは，少量ずつ高頻度な瀧水

によって根の周辺の水分移動が多くなることや，根周辺の

肥料成分濃度が高く維持されやすいことよって養水分の吸

収が促進されたことによると考えられる.
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